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コールピックアップの概要
コールピックアップ機能により、ユーザは自分以外の電話番号に着信したコールに応答できま

す。

グループコールピックアップの概要

グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは別のグループ内の着信コールをピック

アップできます。Cisco Unified IP Phoneからこの機能をアクティブにした場合は、ユーザが適切
なコールピックアップグループ番号をダイヤルする必要があります。このタイプのコールピッ

クアップには [Gピック（GPickUp）]ソフトキーを使用します。ピックアップグループに複数の
コールが着信しているときに電話のグループコールピックアップ機能をユーザが起動すると、最

も長く鳴っていた着信コールに接続されます。電話のモデルに応じて、プログラム可能な機能ボ

タン [グループピックアップ（Group Pickup）]または [グループピックアップ（Group Pickup）]
ソフトキーのいずれかを使用して、着信コールをピックアップします。自動グループコールピッ

クアップが有効ではない場合、ユーザは [Gピックアップ（GPickUp）]ソフトキーを押し、別の
ピックアップグループのグループ番号をダイヤルし、コールに応答して接続する必要がありま

す。

他のグループピックアップの概要

他のグループピックアップ機能により、自身のグループに関連付けられているグループ内の着信

コールをピックアップできます。Unified Communications Managerは、ユーザが Cisco Unified IP
Phoneからこの機能をアクティブにすると、関連グループ内で着信コールが自動的に検索して、
このコールを接続します。ユーザはこのタイプのコールピックアップに [他 Grp（OPickUp）]ソ
フトキーを使用します。自動他グループピックアップが有効な場合、コールを接続するには [他
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Grp（OPickUp）]および [応答（Answer）]ソフトキーを押す必要があります。電話のモデルに応
じて、プログラム可能な機能ボタン [コールピックアップ（Call Pickup）]または [コールピック
アップ（Call Pickup）]ソフトキーのいずれかを使用して、着信コールをピックアップします。

複数の関連グループが存在する場合、1番目の関連グループが、コール応答の優先順位が最も高
いグループになります。たとえば、グループ A、B、および Cがグループ Xに関連付けられてい
る場合、コール応答の優先度はグループAが最も高く、グループ Cが最も低くなります。グルー
プ Xはグループ Aの着信コールをピックアップしますが、グループ Cで、グループ Aでの着信
コールよりも前に着信したコールがある可能性があります。

複数の着信コールが当該グループ内で発生する場合に最初にピックアップされるコールは、最も

長くアラート状態になっているコール（呼び出し時間が最も長いコール）です。他のグループ

コールピックアップ機能では、複数の関連ピックアップグループが設定されている場合には呼び

出し時間よりも優先度が優先されます。

（注）

ダイレクトコールピックアップの概要

ダイレクトコールピックアップ機能では、ユーザが [Gピック（GPickUp）]または [グループピッ
クアップ（Group Pickup）]ソフトキーを押し、呼び出し音が鳴っているデバイスの電話番号を入
力することで、そのDNで呼び出し中のコールに直接応答できます。自動ダイレクトコールピッ
クアップ機能が有効になっていない場合、ユーザは [Gピック（GPickUp）]ソフトキーを押し、
呼び出し音が鳴っている電話の DNをダイヤルし、コールに応答する必要があります。これによ
りユーザの電話で呼び出し音が鳴り、接続が確立されます。Unified Communications Managerは、
関連するグループメカニズムを使用して、ダイレクトコールピックアップを使用して着信コー

ルに応答するユーザの権限を制御します。ユーザの関連グループによって、そのユーザが属する

ピックアップグループに関連する 1つ以上のコールピックアップグループが指定されます。

DNからの呼び出しコールをユーザが直接ピックアップするには、ユーザの関連グループに、その
DNが属するピックアップグループが含まれている必要があります。2人のユーザがそれぞれ異な
る 2つのコールピックアップグループに属しており、一方のユーザの関連グループにもう一方の
ユーザのコールピックアップグループが含まれていない場合、そのユーザは、もう一方のユーザ

からのコールをピックアップするためにダイレクトコールピックアップを起動できません。

ユーザがダイレクトコールピックアップ機能を起動し、DNを入力して着信コールをピックアッ
プすると、そのユーザは指定した電話に着信するコールに接続されます。そのコールが、DNが属
するコールピックアップグループ内で最も長く鳴っているコールかどうかは問われません。特定

のDNで複数のコールが呼び出し音を鳴らし、ユーザがダイレクトコールピックアップを起動し
て DNからのコールをピックアップすると、ユーザは指定された DNで最も長く鳴っていた着信
コールに接続されます。

BLFコールピックアップの概要
BLFコールピックアップ機能によって、Unified Communications Managerは、コールが BLF DNか
らの応答を待っているとき、電話をユーザに通知できます。BLFコールピックアップイニシエー
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タ（コールに応答する電話）は、次に利用可能な回線または指定された回線として選択されます。

指定された回線を使用するには、BLFSDボタンが押されるまで、回線をオフフックのままにする
必要があります。ハントリストメンバー DNを BLF DNとして設定し、ハントリストメンバー
への着信コールに BLFコールピックアップイニシエータが応答するように設定できます。ハン
トリストメンバーへの着信コールは、ハントリストからの着信の場合と、ダイレクトコールの

場合があります。それぞれのケースの動作は、ハントリストメンバー DN、BLF DN、ハントパ
イロット番号に対してコールピックアップを設定する方法によって異なります。[有効な自動コー
ルピックアップ（Auto Call Pickup Enabled）]サービスパラメータが無効に設定されているときに
コールピックアップが発生した場合、電話をオフフックのままにするか、ユーザが応答キーを押

してコールに応答する必要があります。

電話の BLF SDボタンは、次のいずれかの状態になっています。

•アイドル：BLF DNへのコールがないことを示します。

•話中：BLF DNへの少なくとも 1つのアクティブなコールがありますが、アラートは存在し
ないことを示します。

•アラート：BLF DNへの少なくとも 1つの着信コールがあることを点滅によって示します。

BLF DNへの着信コールがある場合、BLFコールピックアップイニシエータである電話の BLF
SDボタンが点滅して、BLF DNへの着信コールがあることを示します。[自動コールピックアッ
プ（Auto Call Pickup）]が設定されている場合、ユーザがコールピックアップイニシエータであ
る電話の BLF SDボタンを押して着信コールに応答します。自動コールピックアップが設定され
ていない場合、電話をオフフックのままにするか、ユーザが応答キーを押してコールに応答する

必要があります。

コールピックアップの設定タスクフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

使用するコールピックアップ機能それぞ

れに、コールピックアップグループを設

定します。

コールピックアップグループの設定（6
ページ）

Step 1

•コールピックアップ（Call Pickup）

•グループコールピックアップ

•他のコールピックアップ

•ダイレクトコールピックアップ

• BLFコールピックアップ

一意の名前と電話番号を持つグループを

定義する必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

コールピックアップを有効にする電話に

関連付けられた電話番号に、作成した各

電話番号へのコールピックアップグルー

プの割り当て（7ページ）
Step 2

コールピックアップグループを割り当て

ます。この機能を使用するには、電話番

号をコールピックアップグループに割り

当てる必要があります。

作成したコールピックアップグループご

とにこの手順を繰り返します。

BLFコールピックアップを設定している
場合、この手順を実行します。

別のコールピックアップグループを作成

し、Step 1（3ページ）で作成した BLF
Step 3

コールピックアップグループに関連付け
別のコールピックアップグ

ループを必ず作成する必要が

あるわけではありません。た

とえば、イニシエータDNと
接続先DNの両方が含まれる
単独のコールピックアップ

グループを設定できます。こ

のような場合、BLFコール
ピックアップグループにそれ

自体を関連付けます。

（注）
ます。1つのコールピックアップグルー
プを複数の BLF DNコールピックアップ
グループに関連付けることができます。

パーティションを設定して、到達可能性

の特徴が類似した電話番号（DN）の論理
コールピックアップのパーティションの

設定（8ページ）
Step 4

グループを作成します。コールピック

アップグループへのアクセスを制限する

ためにパーティションを使用できます。

コールピックアップグループの番号を

パーティションに割り当てると、そのパー

ティション内の番号にダイヤルできる電

話のみが、コールピックアップグループ

を使用できます。

ダイレクトコールピックアップでは、こ

の手順を実行する必要があります。他の

種類のコールピックアップではこれはオ

プションです。

パーティションを設定する場合、コーリ

ングサーチスペースも設定する必要があ

コーリングサーチスペースの設定（9
ページ）

Step 5

ります。コーリングサーチスペースを設

定し、発信側デバイスがコールを終了し
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目的コマンドまたはアクション

ようとする際に検索できるパーティショ

ンを指定します。

ダイレクトコールピックアップでは、こ

の手順を実行する必要があります。他の

種類のコールピックアップではこれはオ

プションです。

（任意）。回線グループメンバーにア

ラートを発信するコールを取ることがで

ハントパイロットへのコールピックアッ

プグループの割り当て（10ページ）
Step 6

きるように、ハントパイロット DNに
コールピックアップグループを割り当て

ます。コールピックアップグループに割

り当てられたハントリストは、コール

ピックアップ、グループコールピック

アップ、BLFコールピックアップ、他の
グループピックアップ、ダイレクトコー

ルピックアップを使用できます。

（任意）。ピックアップグループ内の他

のメンバーがコールを受信したときに通

通知の設定：Step 7

•コールピックアップ通知の設定（10
ページ）

知を設定します。音声やビジュアル通知、

あるいはその両方を設定できます。
•電話番号のコールピックアップ通知
の設定（12ページ）

• BLFコールピックアップ通知の設定
（13ページ）

ダイレクトコールピックアップを設定す

る前に、パーティションとコーリング

ダイレクトコールピックアップの設定：Step 8

•時間帯の設定（15ページ）
サーチスペースを設定する必要がありま

•スケジュールの設定（15ページ）
す。ダイレクトコールピックアップで

•パーティションとスケジュールの関
連付け（16ページ）

は、ダイレクトコールピックアップ機能

を要求したユーザのコーリングサーチス

ペースに、ユーザがコールをピックアッ

プする DNのパーティションを含める必
要があります。

期間およびタイムスケジュールは、関連

付けられたグループ内のメンバーがコー

ルに応答可能な時刻を指定します。

（任意）。自動コール応答を有効にして、

自動コール応答のタイマーを設定します。

自動コール応答の設定：Step 9

•自動コールピックアップの設定（17
ページ）
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目的コマンドまたはアクション

• BLF自動ピックアップの設定（17
ページ）

使用するコールピックアップ機能向けに

電話ボタンテンプレートを設定します。

電話ボタンテンプレートの設定：Step 10

•コールピックアップの電話ボタンテ
ンプレートの設定（18ページ） •短縮ダイヤル BLF

•電話機とコールピックアップボタン
テンプレートの関連付け（19ペー
ジ）

•コールピックアップ（Call Pickup）

•グループコールピックアップ
• BLFコールピックアップイニシエー
タの BLF短縮ダイヤル番号の設定
（20ページ）

•他のグループのピックアップ

ダイレクトコールピックアップでは、グ

ループコールピックアップボタンを使

用します。

使用するコールピックアップ機能向けに

ソフトキーを設定します。

コールピックアップのソフトキーの設定

（20ページ）
Step 11

•コールピックアップのソフトキーテ
ンプレートの設定（21ページ）

•コールピックアップ（Pickup）

•グループコールピックアップ
（GPickup）•共通デバイス設定とソフトキーテン

プレートの関連付け（22ページ）
•他のグループピックアップ
（OPickup）

•電話機とソフトキーテンプレートの
関連付け （24ページ）

ダイレクトコールピックアップでは、グ

ループコールピックアップソフトキー

を使用します。

コールピックアップグループの設定

手順

Step 1 [CiscoUnifiedCM管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]から、以下を選択します。 [コールルー
ティング（Call Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]の順に選択し
ます。

[コールピックアップグループの検索と一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）]ウィンドウ
が表示されます。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[コールピックアップグループの設定（Call Pickup Group Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。
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Step 3 [コールピックアップグループの設定（Call PickupGroupConfiguration）]ウィンドウ内の各フィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。

電話番号へのコールピックアップグループの割り当て

ここでは、電話番号にコールピックアップグループを割り当てる方法について説明します。コー

ルピックアップグループに割り当てられた電話番号だけが、コールピックアップ、グループコー

ルピックアップ、BLFコールピックアップ、他のグループピックアップ、ダイレクトコール
ピックアップを使用できます。パーティションがコールピックアップ番号と一緒に使用される場

合、コールピックアップグループに割り当てられた電話番号に、適切なパーティションを含む

コーリングサーチスペースがあることを確認します。

始める前に

コールピックアップグループの設定（6ページ）

手順

Step 1 [デバイス（Device）] > [電話またはコールルーティング（Phone or Call Routing）] > [電話番号
（Directory Number）]を選択します。

Step 2 コールピックアップグループに割り当てる電話機または電話番号の検索に適した検索条件を入力

し、[検索（Find）]をクリックします。

検索基準に一致する電話機または電話番号のリストが表示されます。

Step 3 コールピックアップグループを割り当てる電話機または電話番号を選択します。

Step 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [関連付け情報（Association Information）]リス
トから、コールピックアップグループを割り当てる電話番号を選択します。

Step 5 [コール転送およびコールピックアップ設定（Call Forward and Call Pickup Settings）]エリアに表示
される [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]ドロップダウンリストから、目的の
コールピックアップグループを選択します。

Step 6 データベースに変更を保存するには、[保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

次の作業を行います。

•コールピックアップのパーティションの設定（8ページ）

•コーリングサーチスペースの設定（9ページ）
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コールピックアップのパーティションの設定

パーティションをコールピックアップグループ番号に割り当てることにより、コールピックアッ

プグループへのアクセスを制限できます。この設定を使用する場合は、コールピックアップグ

ループ番号が割り当てられたパーティションを含むコーリングサーチスペースを持つ電話機だけ

が、そのコールピックアップグループに参加できます。パーティションとグループ番号の組み合

わせがシステム全体で一意であることを確認してください。複数のパーティションを作成できま

す。

コールピックアップグループ番号をパーティションに割り当てると、そのパーティションに含ま

れる番号にダイヤルできる電話機だけがコールピックアップグループを使用できます。パーティ

ションがマルチテナント構成内のテナントを表す場合は、必ず、テナントごとにピックアップグ

ループを適切なパーティションに割り当ててください。

始める前に

電話番号へのコールピックアップグループの割り当て（7ページ）

手順

Step 1 [CiscoUnified CM管理（CiscoUnified CMAdministration）]から、以下を選択します。 [コールルー
ティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション
（Partition）]を選択します。

Step 2 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の
パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

Step 3 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
的にパーティション名を入力します。

Step 4 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。

Step 5 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける
スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

Step 6 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（OriginatingDevice）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバイ
スのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが着信コー
ルの受信に使用できるかどうかが判断されます。

コールピックアップ
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• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
（TimeSchedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうかが
判断されます。

Step 7 [保存（Save）]をクリックします。

コーリングサーチスペースの設定

コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番号

付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようとする際

に検索できるパーティションが決定されます。

始める前に

コールピックアップのパーティションの設定（8ページ）

手順

Step 1 [CiscoUnified CM管理（CiscoUnified CMAdministration）]から、以下を選択します。 [コールルー
ティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチス
ペース（Calling Search Space）]を選択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長 50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、お
よびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

Step 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

Step 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。

•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、Ctrlキーを押した状態で適切なパーティションを選択し
ます。

Step 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

Step 7 （任意） [選択されたパーティション（SelectedPartitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使用
して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

コールピックアップ
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Step 8 [保存（Save）]をクリックします。

ハントパイロットへのコールピックアップグループの割り当て

コールピックアップグループに割り当てられたハントリストだけが、コールピックアップ、グ

ループコールピックアップ、BLFコールピックアップ、他のグループピックアップ、ダイレク
トコールピックアップを使用できます。ハントパイロットにコールピックアップグループを割

り当てるには、次の手順を実行します。

始める前に

コーリングサーチスペースの設定（9ページ）

手順

Step 1 [CiscoUnifiedCM管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]から、以下を選択します。 [コールルー
ティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）]
の順に選択します。

Step 2 コールピックアップグループに割り当てるハントパイロットの検索に適した検索条件を入力し、

[検索（Find）]をクリックします。検索条件に一致するハントパイロットのリストが表示されま
す。

Step 3 コールピックアップグループを割り当てるハントパイロットを選択します。

Step 4 [ハント転送設定（Hunt Forward Settings）]エリアに表示される [コールピックアップグループ
（Call Pickup Group）]ドロップダウンリストから、目的のコールピックアップグループを選択
します。

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。

コールピックアップ通知の設定

コールピックアップ通知は、システムレベル、コールピックアップグループレベル、個々の電

話レベルで設定できます。

始める前に

ハントパイロットへのコールピックアップグループの割り当て（10ページ）

手順

目的コマンドまたはアクション

音声やビジュアルのアラートがピックアッ

プグループに送信される前に、元の着信

コールピックアップグループのコール

ピックアップ通知の設定（11ページ）
Step 1

コールピックアップ
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目的コマンドまたはアクション

側がコールをピックアップできるようにし

ます。

電話がアイドルであるか、またはアクティ

ブコールがあるときに提供される音声ア

ラートのタイプを設定します。

電話番号のコールピックアップ通知の設

定（12ページ）
Step 2

BLFコールピックアップ通知の設定（13
ページ）

Step 3

コールピックアップグループのコールピックアップ通知の設定

始める前に

ハントパイロットへのコールピックアップグループの割り当て（10ページ）

手順

Step 1 [CiscoUnifiedCM管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]から、以下を選択します。 [コールルー
ティング（Call Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]の順に選択し
ます。

[コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]ウィンドウが表示されます。

Step 2 [コールピックアップグループの設定（Call Pickup Group Configuration）]ウィンドウで、[コール
ピックアップグループの通知設定（Call PickupGroupNotification Settings）]セクションのフィール
ドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、コールピックアップの

コールピックアップ通知のフィールド（11ページ）を参照してください。

コールピックアップの設定に影響を及ぼす機能の連携動作と制限については、コール

ピックアップの連携と制限を参照してください。

（注）

コールピックアップのコールピックアップ通知のフィールド

説明フィールド

ドロップダウンリストから通知ポリシーを選択

します。選択可能なオプションは、[アラートな
し（No Alert）]、[オーディオアラート（Audio
Alert）]、[ビジュアルアラート（Visual
Alert）]、および [オーディオおよびビジュアル
アラート（Audio and Visual Alert）]です。

コールピックアップグループ通知ポリシー

（Call Pickup Group Notification Policy）

コールピックアップ
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説明フィールド

コールが最初に元の着信側に着信したときか

ら、コールピックアップグループの残りの番

号に通知が送信されるまでの時間差の秒数（1
～ 300の範囲の整数）を入力します。

コールピックアップグループ通知タイマー

（Call Pickup Group Notification Timer）

コールピックアップグループへの視覚的な通

知メッセージに発信者の識別情報を含める場合

には、このチェックボックスをオンにします。

これを設定できるのは、[コールピックアップ
グループ通知ポリシー（Call Pickup Group
Notification Policy）]が [ビジュアルアラート
（Visual Alert）]または [オーディオおよびビ
ジュアルアラート（Audio and Visual Alert）]に
設定されている場合だけです。

通知はデバイスのプライマリ回線だ

けに送信されます。

（注）

発呼側情報（Calling Party Information）

コールピックアップグループへの視覚的な通

知メッセージに元の受信側の識別情報を含める

場合には、このチェックボックスをオンにしま

す。これを設定できるのは、[コールピックアッ
プグループ通知ポリシー（Call Pickup Group
Notification Policy）]が [ビジュアルアラート
（Visual Alert）]または [オーディオおよびビ
ジュアルアラート（Audio and Visual Alert）]に
設定されている場合です。

着信側情報（Called Party Information）

電話番号のコールピックアップ通知の設定

電話機がアイドル状態または使用中に提供される音声通知の種類を設定するには、次の手順を実

行します。

始める前に

コールピックアップグループのコールピックアップ通知の設定（11ページ）

手順

Step 1 [CiscoUnifiedCM管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]から、以下を選択します。 [コールルー
ティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが表示されます。

Step 2 検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

コールピックアップ
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Step 3 コールピックアップ通知を設定する電話番号をクリックします。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Step 4 [関連付けられたデバイス（Associated Devices）]ペインでデバイス名を選択し、[ラインアピアラ
ンスの編集（Edit Line Appearance）]ボタンをクリックします。
[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが更新され、選択したデバイスの
DNに対するラインアピアランスが表示されます。

Step 5 [コールピックアップグループのオーディオアラート設定（電話アイドル）（Call Pickup Group
Audio Alert Setting(Phone Idle)）]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択してください。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

• [無効（Disable）]

• [一度鳴らす（Ring Once）]

Step 6 [コールピックアップグループのオーディオアラート設定（電話アクティブ）（Call PickupGroup
AudioAlert Setting(PhoneActive)）]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択してください。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

• [無効（Disable）]

• [ビープ音のみ（Beep Only）]

Step 7 [保存（Save）]をクリックします。

BLFコールピックアップ通知の設定

始める前に

電話番号のコールピックアップ通知の設定（12ページ）

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

Step 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサーバ
を選択します。

Step 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

Step 4 [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、クラスタ全体に対す
るパラメータ（[デバイス（Device）] - [電話（Phone）]）セクションのフィールドを設定します。
フィールドとその設定オプションの詳細については、BLFコールピックアップ通知のサービスパ
ラメータフィールド（14ページ）を参照してください。

コールピックアップ
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BLFコールピックアップ通知のサービスパラメータフィールド

説明フィールド

このパラメータは、電話がアイドル状態（使用

されていない状態）であり、そのコールピック

アップグループでの着信コールについてアラー

トが必要な場合に提供されるオーディオ通知の

種類を決定します。有効な値は、次のとおりで

す。

• [無効（Disable）]

• [一度鳴らす（Ring Once）]

アイドルステーションのコールピックアップ

グループオーディオアラートの設定（Call
Pickup Group Audio Alert Setting of Idle Station）

このパラメータは、電話がビジー状態（使用さ

れている状態）であり、そのコールピックアッ

プグループでの着信コールについてアラートが

必要な場合に提供されるオーディオ通知の種類

を決定します。有効な値は、次のとおりです。

• [無効（Disable）]

• [ビープ音のみ（Beep Only）]

ビジーステーションのコールピックアップグ

ループオーディオアラートの設定（Call Pickup
Group Audio Alert Setting of Busy Station）

このパラメータは、電話がアイドル状態であ

り、BLFピックアップボタンでの着信コールに
ついてアラートが必要な場合に提供されるオー

ディオ通知の種類を決定します。有効な値は、

次のとおりです。

• [呼出音なし（No Ring）]

• [一度鳴らす（Ring Once）]

アイドルステーションの BLFピックアップグ
ループオーディオアラートの設定（BLFPickup
Group Audio Alert Setting of Idle Station）

このパラメータは、電話がビジー状態であり、

BLFピックアップボタンでの着信コールについ
てアラートが必要な場合に提供されるオーディ

オ通知の種類を決定します。有効な値は、次の

とおりです。

• [呼出音なし（No Ring）]

• [ビープ音のみ（Beep Only）]

ビジーステーションのBLFピックアップグルー
プオーディオアラートの設定（BLF Pickup
Group Audio Alert Setting of Busy Station）

コールピックアップ

14

コールピックアップ

BLFコールピックアップ通知のサービスパラメータフィールド



ダイレクトコールピックアップの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

自分のグループに関連付けられたグループ

のメンバーの時間帯を設定します。

時間帯の設定（15ページ）Step 1

自分のグループに関連付けられたグループ

のメンバーのスケジュールを設定します。

スケジュールの設定（15ページ）Step 2

特定の時間内にコールを完了しようとする

場合、パーティションとスケジュールを関

パーティションとスケジュールの関連付け

（16ページ）
Step 3

連付けてコーリングデバイスの検索が行

われる場所を決定します。

時間帯の設定

時間帯を定義するには、この手順を使用します。開始時刻および終了時刻を定義し、さらに年次

カレンダーで指定日または曜日として繰り返し間隔を指定します。

手順

Step 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのク
ラス（Class of Control）] > [スケジュールの設定（Time Schedule）]を選択します。

Step 2 [時間帯の設定（Time Period Configuration）]ウィンドウで各フィールドを設定します。フィール
ドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してください。

Step 3 [保存（Save）]をクリックします。

スケジュールの設定

始める前に

時間帯の設定（15ページ）

手順

Step 1 [CiscoUnified CM管理（CiscoUnified CMAdministration）]から、以下を選択します。 [コールルー
ティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [タイムスケジュール
（Time Schedule）]。

コールピックアップ
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Step 2 [スケジュールの設定（Time Schedule）]ウィンドウのフィールドを設定します。フィールドとそ
の設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

パーティションとスケジュールの関連付け

パーティションとスケジュールを関連付けて、発信側デバイスが特定の時間帯にコールの完了を

試みたときに検索する場所を決定します。

始める前に

スケジュールの設定（15ページ）

手順

Step 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[コールルーティング（Call Routing）] > [コントロールのク
ラス（Class of Control）] > [パーティション（Partition）]を選択します。

Step 2 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける
スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

Step 3 [保存（Save）]をクリックします。

自動コール応答の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

コールピックアップ、グループピックアッ

プ、その他のグループピックアップ、ダ

自動コールピックアップの設定（17ペー
ジ）

Step 1

イレクトコールピックアップ、および

BLFコールピックアップを自動化できま
す。自動コール応答が有効になっていない

場合は、追加のソフトキーまたはダイヤル

グループ番号を押して接続を完了する必要

があります。

BLF自動ピックアップの設定（17ペー
ジ）

Step 2

コールピックアップ
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自動コールピックアップの設定

自動コールピックアップは、ユーザを着信コールに接続します。ユーザが電話機でソフトキーを

押すと、Unified Communications Managerはグループ内の着信コールを検索し、コール接続を実行
します。コールピックアップ、グループピックアップ、その他のグループピックアップ、ダイ

レクトコールピックアップ、および BLFコールピックアップを自動化できます。自動コール応
答が有効になっていない場合は、追加のソフトキーまたはダイヤルグループ番号を押して接続を

完了する必要があります。

始める前に

パーティションとスケジュールの関連付け（16ページ）

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

Step 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサーバ
を選択します。

Step 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

Step 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能 -コールピックアップ）（Clusterwide Parameters (Feature – Call
Pickup)）]セクションで、[自動コールピックアップ有効化（Auto Call Pickup Enabled）]ドロップ
ダウンリストから [はい（True）]または [いいえ（False）]を選択して、コールピックアップグ
ループの自動コール応答を有効または無効にします。

Step 5 [自動コールコールピックアップ有効化（Auto Call Pickup Enabled）]サービスパラメータが [いい
え（False）]の場合は、[コールピックアップ無応答タイマー（Call Pickup No Answer Timer）]
フィールドに 12〜 300の値を入力します。このパラメータは、コールピックアップ、グループ
コールピックアップ、またはその他のグループコールピックアップによってコールがピックアッ

プされたものの応答されなかった場合にコールが復元されるまでの時間を制御します。

Step 6 [ピックアップロケーティングタイマー（Pickup Locating Timer）]フィールドに 1〜 5の値を入力
します。このサービスパラメータは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerがクラスタ内の全ノー
ドからのすべてのアラートコールを特定までの最大時間を秒単位で指定します。その後、この情

報は、キュー内で最も長く待機していたコールを、PickUp、GPickUp、またはOPickUpソフトキー
を押した次のユーザに確実にまわすために使用されます。

Step 7 [保存（Save）]をクリックします。

BLF自動ピックアップの設定

始める前に

自動コールピックアップの設定（17ページ）

コールピックアップ
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手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

Step 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているサーバ
を選択します。

Step 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManager]を選択します。

Step 4 次のクラスタ全体サービスパラメータの値を設定します。

•アイドル状態のステーションの BLFピックアップオーディオアラート設定：コールピック
アップグループの自動コール応答を有効または無効にするには、ドロップダウンリストから

[True]または [False]を選択します。このサービスパラメータのデフォルト値は [いいえ
（FALSE）]です。

•使用中のステーションの BLFピックアップオーディオアラートの設定：自動コールピック
アップ有効化サービスパラメータを [False]にする場合、12～ 300の値を入力します（包括
的）。このパラメータは、コールがコールピックアップ、グループコールピックアップお

よびその他のグループコールピックアップによって応答されずにピックアップされた場合、

コールを復元するためにかかる時間を制御します。

コールピックアップの電話ボタンの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

電話ボタンテンプレートにコールピック

アップ機能を追加します。

コールピックアップの電話ボタンテンプ

レートの設定（18ページ）
Step 1

電話機とコールピックアップボタンテン

プレートの関連付け（19ページ）
Step 2

BLFコールピックアップイニシエータの
BLF短縮ダイヤル番号の設定（20ペー
ジ）

Step 3

コールピックアップの電話ボタンテンプレートの設定

電話ボタンテンプレートにコールピックアップ機能を追加するには、次の手順に従います。

始める前に

自動コール応答の設定（16ページ）

コールピックアップ

18

コールピックアップ

コールピックアップの電話ボタンの設定



手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

Step 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

Step 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テンプ
レートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

Step 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

Step 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

Step 6 [保存（Save）]をクリックします。

Step 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。

電話機とコールピックアップボタンテンプレートの関連付け

始める前に

コールピックアップの電話ボタンテンプレートの設定（18ページ）

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]。

Step 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

Step 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。

Step 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。

コールピックアップ
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電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボック
スが表示されます。

BLFコールピックアップイニシエータの BLF短縮ダイヤル番号の設定

始める前に

電話機とコールピックアップボタンテンプレートの関連付け（19ページ）

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]。

Step 2 BLFコールピックアップイニシエータとして使用したい電話を選択します。

Step 3 [関連付け（Association）]ペインで、[BLF SD新規追加（Add a new BLF SD）]リンクを選択しま
す。

[話中ランプフィールド短縮ダイヤル設定（Busy Lamp Field Speed Dial Configuration）]ウィンド
ウが表示されます。

Step 4 BLF DNボタンでモニタする [電話番号（Directory Number）]（BLF DN）を選択します。

Step 5 BLFコールピックアップと BLF短縮ダイヤルに BLF SDボタンを使用する場合は、[コールピッ
クアップ（Call Pickup）]チェックボックスをオンにします。このチェックボックスをオフにする
と、BLF SDボタンは、BLF短縮ダイヤルにのみ使用されます。

Step 6 [保存（Save）]をクリックします。

コールピックアップのソフトキーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ソフトキーテンプレートに、Pickup、
GPickup、および OPickupソフトキーを追
加します。

コールピックアップのソフトキーテンプ

レートの設定（21ページ）
Step 1

オプションソフトキーテンプレートを電

話で使用できるようにするには、この手順

共通デバイス設定とソフトキーテンプレー

トの関連付け（22ページ）を行うには、
次のサブタスクを実行します。

Step 2

か次の手順のいずれかを実行する必要があ

ります。システムが共通デバイス設定を使•共通デバイス設定へのソフトキーテ
ンプレートの追加（23ページ） 用して設定オプションを電話機に適用する

場合は、この手順に従ってください。これ

コールピックアップ
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目的コマンドまたはアクション

は、電話機でソフトキーテンプレートを

使用できるようにする際に、最も一般的に

使用されている方法です。

•電話機と共通デバイス設定の関連付け
（24ページ）

オプション次の手順は、ソフトキーテン

プレートと共通デバイス設定を関連付ける

電話機とソフトキーテンプレートの関連

付け （24ページ）
Step 3

ための代替手段として、または共通デバイ

ス設定と共に使用します。ソフトキーテ

ンプレートを適用して、共通デバイス設定

での割り当てや、他のデフォルトのソフト

キーを上書きする必要がある場合は、次の

手順を共通デバイス設定と共に使用しま

す。

コールピックアップのソフトキーテンプレートの設定

次の手順を使用して、以下のコールピックアップソフトキーを使用できるようにします。

コール状態（Call States）説明ソフトキー

オンフック（On Hook）

オフフック（Off Hook）

グループ内の別の内線への

コールに応答できます。

コールピックアップ（[Pickup]）

オンフック（On Hook）

オフフック（Off Hook）

グループ外の内線へのコール

に応答できます。

グループコールピックアップ

（[GPickup]）

オンフック（On Hook）

オフフック（Off Hook）

グループに関連付けられてい

る他のグループで呼び出し中

のコールに応答できます。

他のグループピックアップ

（[OPickup]）

始める前に

コールピックアップの電話ボタンの設定（18ページ）

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）]> [デバイスの設定（Device Settings）]> [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]
を選択します。

Step 2 新しいソフトキーテンプレートを作成するには、この手順を実行します。それ以外の場合は、次

のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) デフォルトのテンプレートを選択して、[コピー（Copy）]をクリックします。

コールピックアップ
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c) [ソフトキーテンプレート名（Softkey Template Name）]フィールドに、テンプレートの新しい
名前を入力します。

d) [保存（Save）]をクリックします。

Step 3 既存のテンプレートにソフトキーを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 必要な既存のテンプレートを選択します。

Step 4 [デフォルトソフトキーテンプレート（Default SoftkeyTemplate）]チェックボックスをオンにし、
このソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定します。

あるソフトキーテンプレートをデフォルトのソフトキーテンプレートとして指定した

場合、先にデフォルトの指定を解除してからでないと、そのテンプレートは削除する

ことができません。

（注）

Step 5 右上隅にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [ソフトキーレイアウト
の設定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

Step 6 [設定するコール状態の選択（Select a Call State to Configure）]ドロップダウンリストから、ソフ
トキーに表示するコール状態を選択します。

Step 7 [選択されていないソフトキー（Unselected Softkeys）]リストから追加するソフトキーを選択し、
右矢印をクリックして [選択されたソフトキー（Selected Softkeys）]リストにそのソフトキーを移
動します。新しいソフトキーの位置を変更するには、上矢印と下矢印を使用します。

Step 8 追加のコール状態でのソフトキーを表示するには、前述のステップを繰り返します。

Step 9 [保存（Save）]をクリックします。

Step 10 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。詳細については、「共通デバイス設定へのソフトキーテン

プレートの追加」と「電話機のセクションとソフトキーテンプレートの関連付け」を参照し

てください。

次のタスク

次のいずれかの操作を実行します。

•共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け（22ページ）

•電話機とソフトキーテンプレートの関連付け （24ページ）

共通デバイス設定とソフトキーテンプレートの関連付け

（省略可）ソフトキーテンプレートを電話機に関連付ける方法は 2つあります。

•ソフトキーテンプレートを [電話の設定（Phone Configuration）]に追加する。

コールピックアップ
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•ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に追加する。

ここに示す手順では、ソフトキーテンプレートを共通デバイス設定に関連付ける方法について説

明します。システムが共通デバイス設定を使用して設定オプションを電話機に適用する場合は、

この手順に従ってください。これは、電話機でソフトキーテンプレートを使用できるようにする

際に、最も一般的に使用されている方法です。

別の方法を使用するには、「電話機とソフトキーテンプレートの関連付け （24ページ）」を参
照してください。

手順

Step 1 共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加（23ページ）

Step 2 電話機と共通デバイス設定の関連付け（24ページ）

共通デバイス設定へのソフトキーテンプレートの追加

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（Common Device
Configuration）]を選択します。

Step 2 新しい共通デバイス設定を作成し、それにソフトキーテンプレートを関連付けるには、この手順

を実行します。それ以外の場合は、次のステップに進みます。

a) [新規追加（Add New）]をクリックします。
b) [名前（Name）]フィールドに、共通デバイス設定の名前を入力します。
c) [保存（Save）]をクリックします。

Step 3 既存の共通デバイス設定にソフトキーテンプレートを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存の共通デバイス設定をクリックします。

Step 4 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストで、使用可能にするソフト
キーが含まれているソフトキーテンプレートを選択します。

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。

Step 6 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられている共通デバイス設定を変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しい共通デバイス設定を作成してその設定をデバイスに関連付けた後に、デバイスを再起
動します。

コールピックアップ
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電話機と共通デバイス設定の関連付け

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]。

Step 2 [検索 (Find )]をクリックし、ソフトキーテンプレートを追加する電話デバイスを選択します。

Step 3 [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]ドロップダウンリストから、新しいソフト
キーテンプレートが含まれている共通デバイス設定を選択します。

Step 4 [保存（Save）]をクリックします。

Step 5 [リセット（Reset）]をクリックして、電話機の設定を更新します。

電話機とソフトキーテンプレートの関連付け

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]。

Step 2 [検索（Find）]をクリックして、ソフトキーテンプレートを追加する電話を選択します。

Step 3 [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]ドロップダウンリストから、新しいソフトキーが
含まれているテンプレートを選択します。

Step 4 [保存（Save）]をクリックします。

コールピックアップの連携動作

連携動作機能

ルートプランレポートには、Unified Communications Managerで設定さ
れているパターンとDNが表示されます。DNをコールピックアップグ
ループに割り当てる前に、ルートプランレポートを使用して、重複し

ているパターンと DNを探します。

ルートプランレポート

パーティションをコールピックアップグループ番号に割り当てると、

デバイスコーリングサーチスペースに基づいて、ユーザへのコール

ピックアップアクセスが制限されます。

コーリングサーチス

ペースとパーティショ

ン

コールピックアップ
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連携動作機能

関連付けられたグループのメンバーの [時刻（Time of Day）]（TOD）パ
ラメータにより、メンバーは自分のグループと同じ時間帯にコールを受

け付けることができます。TODはタイムスタンプをコーリングサーチ
スペースとパーティションに関連付けます。

時刻（TOD）

コールピックアップが自動コールピックアップを通じて発生すると、

システムにより 2つのコール詳細レコード（CDR）が生成されます。
CDRの 1つはクリアされる元のコールに適用され、もう 1つの CDRは
接続される要求コールに適用されます。

コールピックアップが非自動コールピックアップで発生すると、シス

テムにより1つのコール詳細レコードが生成され、接続される要求コー
ルに適用されます。

CDR検索は、特定の時間範囲とその他の検索条件に一致するすべての
CDRを返します。特定の CDRに関連付けられるタイプのコールを検索
することもできます。検索結果にはコールがピックアップコールかどう

かを示すコールタイプフィールドが表示されます。

コールアカウンティン

グ

サービスパラメータ [自動コールピックアップ有効化（Auto Call Pickup
Enabled）]が falseに設定された状態でコールピックアップが発生した
場合、いずれかのピックアップソフトキーが押されると、電話機に設定

されたコール転送は無視されます。コールピックアップ依頼者がコール

に応答しない場合、ピックアップ無応答タイマーが切れた後、元のコー

ルが復元されます。

コール自動転送

コールピックアップの制限

説明制限事項

異なるコールピックアップグループに電話の別個の回線を割り当てる

こともできますが、ユーザには複雑であるため、シスコはこの設定をお

勧めしません。

異なるコールピック

アップグループへの別

個の電話回線

コールピックアップ
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説明制限事項

•コールピックアップグループ番号は、回線または DNに割り当て
られると削除できません。どの行がどのコールピックアップグルー

プ番号を使用しているかを決定するには、[コールピックアップ構
成（Call Pickup Configuration）]ウィンドウの [依存関係レコード
（DependencyRecords）]を使用します。コールピックアップグルー
プ番号を削除するには、各回線または DNに新しいコールピック
アップグループ番号を再割り当てします。

•コールピックアップグループ番号を更新すると、Cisco Unified
Communications Managerはそのコールピックアップグループに割
り当てられているすべての電話番号を自動的に更新します。

コールピックアップグ

ループ番号

• SIPを実行するいくつかの Cisco Unified IP Phoneでは、コールピッ
クアップの通知をサポートしていません。

•コールピックアップの通知がサポートされるのは、SIPを実行する
ライセンスが付与された、サードパーティの電話のみです。

SIP電話機

•ハントパイロット番号の呼び出しにより行われたコールによりハン
トリストに属するデバイスが鳴っている場合、ユーザはダイレクト

コールピックアップ機能を使用してそのようなコールに応答するこ

とはできません。

•回線グループに属する DNへのコールは、ダイレクトコールピッ
クアップ機能を使用してピックアップできません。

ダイレクトコールピッ

クアップ

SIPを実行するいくつかの Cisco Unified IP Phoneでは、コールピック
アップの通知をサポートしていません。

BLFピックアップ

プレフィックスを [着信発呼者の国際番号プレフィックス-電話（Incoming
Calling Party International Number Prefix - Phone）]「」サービスパラメー
タに設定していて、国際コールがコールピックアップグループ内のあ

るメンバーに発信される場合に、コールピックアップグループ内の別

のメンバーがそのコールに応答すると、プレフィックスは発信側のフィー

ルドに呼び出されません。

着信発呼者の国際番号

プレフィックス -電話

コールピックアップ
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コールピックアップ

コールピックアップの制限



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


